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図1:Na(粒子数Ⅳ=2.5×106)凝縮体の干渉｡
考えることができる｡膨張により凝縮体の密度は急速に小さくなり加速の効果は
比較的小さい｡つまり､第-近似ではフリーな膨張で表すことができる｡二つの
凝縮体が十分離れた状態では波束の広がりの効果の方が大きく､運動量の小さな
粒子が干渉に寄与する｡
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